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陽性率は 5％程度であるが，平成 23年度は 10％に上
昇していたことから，患者の関係する各所で結核の伝
播が比較的高率に起こっていたことが推察された。
また，津波が環境に与えた影響としては病原体によ
る海域汚染の問題が考えられた。
平成 23年 10月の海水検査では生食用カキの加工基
準を超える大腸菌が確認された。
さらに，同年 11月から翌 3月の生食用カキのノロ
ウイルス（NV）モニタリングでは，県内産の約 30％
からウイルスが検出されると同時に食中毒事件が多発
した。
海水中の大腸菌や NVの増減には下水の関与が報告
されており，津波による下水処理施設等の長期にわた
る機能不全と海域汚染が NV食中毒の発生原因となっ
たことが推察された。
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